
8 月 31 日 講座 

担当：ひな 

授業お疲れさまでした！！講座の内容をまとめた資料です。皆さんのお役に立てたらうれしい

です★ 

 

文法① 

아/어야 ～してこそ、～すれば 

動詞・形容詞-아/어야   名詞-(이)어야 

必然的な条件（強調） 

※会話では -아/어야만, -아/어야지（さらに強調） 

예) 커피를 마셔야 잠이 깰 것 같아요. （コーヒーを飲めば/飲んでこそ目が覚めそうです。） 

→コーヒーを飲まないと目が覚めないというニュアンス 

 

文法② 

-는 바람에 ～のせいで、～のために 

動詞-는 바람에  

予期せぬ出来事 -는 바람에 否定的な結果 

예) 사고가 나는 바람에 길이 너무 막혔어요. 

 

文法③ 

使役の表現（～せる、～させる） 

ある行為を他人に行わせる時 

・-게 하다/ -게 만들다 

「～するようにする」 ある行為をするように指示したり状況を作ったうえで使われる 

예) 엄마가 아이에게 옷을 입게 했습니다. （お母さんに子供が服を「着なさい」と言いまし

た。/お母さんが子供に服を着させました。） 

・使役動詞 

 

하다→시키다 (교육시키다, 고정시키다, 심부름을 시키다) 

예) 오빠가 여동생을 울렸어요. / 울게 했어요.（お兄さんが妹を泣かせました。） 



   아이에게 심부름을 시켰습니다. / 하게 했습니다.（子供にお使いをさせました。） 

 

＜練習問題＞ 

 

 



 


